
特別寄稿 芦田恵之助研究序説（一）

一一rヒノマルノハタ」の授業一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庵　述　　　巖

　　　一　芦田恵之助研究の方法をめぐって

　芦田恵之助（て87ろ一1951）という不世出の国語教師の業績は、その生前はいうに釦よぱ

ず、没後26年を経た現在にも大きな影響をのこして拾り、いやしくも近代国語科教育史について

論をなすものは、ごれに触れ在いものぱ在いといってよかろう。

　さらに、ひろく近代日本思想史の上でも、ユニイク凌土着の思想の一つとしてのr生活綴り方」

の源流をなしたごといみじく襯俊輔苗久野収カミ指竹て蝋その確に注意する向きが

多くなっていることは事実である・

　その著作についても東京高師附属小学校での教え子吉野源三郎が肝いりをして岩波の造本ルート

に乗せて作られたr芦田恵之助先生選集』（いづみ会1昭和42年8月刊）をはじめとする門流の

手に成る復刊ぱ別としても、昭和46年8月には、文化評論出版から『緩方十ニケ月』が、昭和48

隼2岳6月にぱ、楯前後して、窮治図書によつて『教式と教壇画緩り方教授』が、玉川大学出版部

によって、『緩ク方教授に麗する教師の修養一緩り方教授法』が、文化評論出版によって『緩方教

室3が、それぞれ復刊されたが、最近にいたつて光村出版の『近代国語教育論大系』祇大正期夏

。巫　昭和期Vの．6巻に、待望久しかつたr読み方教授』（大正5年）をぱじめ、41部の著書を復

刻して収めたことによつて、出版社による復刻は8郡と在りその業績の大半は研究者の共有財産と

して提供せられ、研究は飛躍的に進展したかに見える。これらの復刻版には、それぞれ専門研究者

による解題曲解説カ鮒さ払われわれ後学への懇切な手引きを与えてくれているからである。

　ところが、ひるがえって考えてみると、これらの著作を精読レその内容を巨綱に検討すること

によつて、われわれは芦田恵之助の真髄に迫り得るであろうか。はじめに、私はr不世出の国語教

師の業績」と書いた。芦田こそはr国語教師」と呼ぶに最もふさわしい存在であつたと考えるから

である。試みに、他の国語教育の先覚者たちと比ぺてみるがよい。「国語教師」の一語を以てごれ

を覆うことの出来る人はむしろ少なく、これに加えて、「国文学者」r教育学者」r教育評論家」r児

童文学者」等炎他の側面をも兼ね備えた存在が多いことに気付くであろう。

　芦困自らこのごとを自覚レ　「教壇を熱愛し」授業に生命をかける者をr同志」と呼び、自身で

r同志同行」を標傍して、全国の国語教師に呼びかけ、r教壇行脚」と称して、終生、各地の実地

授業を～二ととしたことはよく知られている。彼の教壇生活は、明治22年、16歳の時、初めて郷

里の簡易小学校の授業生になった時から、ア8歳の死のちょうど一か月前、鳥取県八頭郡智頭町の
　　　　　　　　　　　　　　（2）
小1申学校に春ける授業にいたる書で、重さに62年にわたるわけで、わが国近代教育史に捺いて、
　　　　　　　　　　（3）
文字通り空前にして絶後のことに属すると思われる。

　この文字ど春り授業に生命を懸けた国語教師の真髄に迫るためには、何よりもその授業、芦田の
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た。そこで、氏が、r春そらく、第五稿㊥第六稿・“と展開してゆくにつれて、現実的な場である

＜授業＞論の空間に彫り上げら払動き、働く「冬景色」の＜教材＞性が、いっそうの臨場感をも

って実感として追ってくることになるであろう。」とした期待は、応えられることなくして終った

かに思える。古田氏は、大阪の橋波小学校に拾ける感想文指導の一端をのべて、rごの感想文指導

ぱ、井上さんの要求する学習論の一つでもある。」とし、一方、西郷氏は、r私のほうには、この

作品を教材化しての授業を展開する意志はありません。」と述べて、論争をしめくくっているから

である。両氏は、丼上氏の期待を、「冬景色」の教材を用いた現在の時点での研究授業と、その分

析を求めたものと受け止められているようであるが、われわれは必ずしもそのようには考えなかっ

た。この点は、重要であるので、少しく詳しく考えて拾きたい。

　井上氏はいう、

　「＜授業＞は建造物や造型彫刻のように固定したものでぱ在い・国語教室の現実の活動であるく授
　　　　　　　　　　　、　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　、

業＞は、ダイナミックな働きとして現実の立体空間の中で実存的実体として生きている。その働き

は単なる動きでぱない。それは、固定され凍結され他律的に動かされる存在ではないからである。

　　　　　　　　　、　　、
　のみならず、その動きに意図が加わ久＜教材＞＜学習者＞＜指導老＞それぞれが内包している

r論理」とそれらが拾かれているr現実（生活的歴史的）」、さらにそれらが恋意的偶然的にでは

なく相互に関連しあっている関数的関係によって綴密にコソトロールされた自律的活動であって、

　　　　　　　　、　、
浮動的1流動的な動きとは本質的に異なる・

　　　　　　　　　　　　　　　　、　、　そこに＜授業＞のダイナミズムが動きとして成りたつのであ㍍」
　　　　　　　・い・・い　　　　　　　　　　　　（6）
　ここでいうr現実の立体空間の中で生きている実存的実体」としてのr冬景色」の授業とぱ何か。

われわれぱ、それを当時の東京市小石川区大塚窪町にあつた東京高等師範学校附属小学校二部五

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、。六年の複式学級の国語教室と考える。そして、そこで、学習者蜆教材1指導者が置かれていオ生
、　、　、　、　、　、　㌔

活的歴史的現実」とは、大正4年（1915）11月17臥水曜日第一時その時に拾ける、附属

小五年生と、そこで用いられた第二期国定ハタタヨ読本と、42歳の教師芦田恵之助の荷っていた

歴史的杜会的状況そのものに外ならないと理解する。そのような、ぬきさし在らぬ、一回生起的在

生のいとなみとして授業を捉えるが故に、あえて「実存的実体Jと規定したのだと受けとめるので

ある。

　さすれぱ、われわれのいう授業研究とは、まさにかかる繰り返しの利かぬ、時問と空聞の交点に

春いて、特定の教材を媒介にしつつ、学習者と指導者とが出会う瞬間をこそ問題として取ク上げねば

在らぬことに在る。そして、その成立要素としての教材1学習者。指導者に対する考察も、かかる

枠組から離れて論ずる在らぱ、観念的岬抽象的たるを免れず、少くともケース。スタディとしての

授業研究にぱ有効性をもたないと考えるわけである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
　このような考えに立って、昭和42年から翌年にかけて橋波小学校で行われたという西郷1古田

両氏のr冬景色」の授業を間題にする在らば、その授業研究は、重さにそのような時間・空間にお

ける一回生起的な事実としてこれをみるわけであって、これを以て直ちに52年前の芦田の授業の

当否を論ずるわけには行く重い。
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　一例をあげよう、芦田は、ごの一文に描かれた冬景色を、山水函の掛軸を児童に想起せしめるこ

とによって、立体化し、イメージ化しようとした。その類比が、理論的に不当である1二とを西郷氏

は力説するわけであるが、今そのことは間題にしない。間題は、芦田を泉下から喚び戻して、52

年ぶりに両氏と共に教壇に立たしめたならば、果して、山水画の掛軸の類比を用いたであろうかと

いうにある。恐らくは否であろう。半世紀の生活様式の推移は、平均的目本人の屠住空間から固有

の床の間と、生花1掛軸の山水画（たとえそれが夜店で求めた安物であったにしても）を遣放して

し重っフt。現前の児童の背後にひろがる言語生活が一変してし重っ元のである。かつてば妥当であ

った類比も、かぐては有効性を保ち得ないことは芦田ならずとも自関の理であろう。

　教材としての文章についても、同様のことがいえよう。弱治42年（て909）以降に用いられ

た第二期国定教科書の五年生用の教材として、巖谷小波が執筆したこの文章の含む蒔代的意義につ

いて広波多野完治氏の犀利な分析があって治）驚かされるが・少くと娚治百年以降の輝の離

にはもはや遠いものとなり終ったのも事実であろう。

　ごのごとは、論争当時、益田勝美氏が、論争の提起者西郷氏に対する疑点の一つとしてあげてい

ることと照応する。益田氏はいう、

　「西郷文芸学が新しい文学教育にも資するところ多い理論ならば一、その体系、その方法が積擾

的に選びとる教材があるであろうし、それは、むしろ、『冬景色』とはまるで違うもの、比較でき

ないよう在異質性、異次元性をもつべきではないのだろうか。こういう形で比べられることが巻か

しくないだろうか、と思うのです。『冬景色』は音の読本の教材でした。上から与えられた教材で

ナー下略キ。メ

そして、ごの指摘に対して、西郷氏は、ほぼ全面的にこれを肯定しているのである。

　さて、このような方法上の矛盾を含みつつもぺ真撃な論争が重ねられて在釦、何故にそれが教材

解釈論のレベルに止重久　r子供たちの顔が見えて来る」授業論たク得なかったのか。

　その理由は単純明白であつて、大正4年11月1ア日、水曜日第一時から始重る東京高師附属小

学校二部の高学年複式学級で、冬景色の授業が創造される機微に、大正9隼生れの西郷氏はもちろ

ん、当時19歳であったはずの古田氏も立ち会っては拾られぬからである。周知のように、この授

業は芦田が翌大正5年に上梓した『読み方教授』の申に実践例として、三次の扱いを自ら簡潔に要

を得た記述で公にしたものであって、さらに六年後、垣内松三が『国語のカ』のなかで唱遺した

「『センテシス・メツ妙ド』の実例」として、全文を引用するに及んで広ぐ世に知られ、「歴史的

名授業」として喧伝されるにいたったものである。

　授業当時37歳であった垣内も重た芦田教室の参観者としてごれを紹介したのではなく、そのす

べてを『読み方教授』に負うているのであって、『国語の力』の序文にも、

　「正岡子規。夏實漱石1又は西田幾多郎氏芦田恵之助先生、五十嵐力氏土屠光知氏、菊地寛

氏、ゼームス、ヴント、センヅベリー、モウルトソ、ヒェイrコーエン、クローチェ等の議家の

所説に負う所が少くない。」と特記して、東西の諸家に謝意を表している祇輿水実氏も注意され

ているように、芦田だけにr先生」なる敬称を付している点ぱ興味ふかい。ここでは、学者垣内に
　　C0）
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よって、芦田のr読み方教授』は、西困幾多郎の『自覚に於ける直観と反省』（大正6年10月干Φ

や、±屠光知の文学理論（犬正て1隼7月、すなわち『国語の力』発刊の二か月後、『文学序説』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、
に重とめて刊行された）等序と並んで、主著『国語の力』を成すに当っての、主要参考文献として

とク上げられているわけである。

　たしかに、『読み方教授』の叙述ぱ、この45年後に、西郷氏も感歎しているように、2ア年に

わたる教壇実践からにじみ出た追力と、臨場感に満ちている。たとえぱ、冒頭の、芦田による「冬

景色」の範読から授業を始めるところ在ど。

　r児童はきわめて静粛に聴いていた。蓋し東京近郊の何処にも見らる㌧この冬景色を各自に思ひ

浮べてゐたのであらう。我は何事をも語らぬ。児童も何事をも語らぬ。しかし、ごの黙々の問に於

ける襲方溝足の感は十分にあらはれた。余は覇かにこの感じが読み方学習の根低であるとさとっ芯」

それで榊・19僻初冬H・東京の一角に成立した一回生起的な授業の「場弔→）を・

科学的研究の対象として措定するには不十分であることはすでに明らかである。すでに見たように

芦田は、この9隼後に公にした続編r第二読み方教授』に春いて、r自ら権威ある教育事実を創始

〕閉本の国土に生えぬいた教育事実から綜合した教育学説」を持つためのr棄石」となること

をいみじくも予見レ自ら期するところを表明している。それから7年を経た昭和7年3月1日、

59歳の芦田は、そのr教育事実」を完壁に近い形で記録し、r授業記録」として後世に遺すため

の穫がたい協力者と出会うことになる。その人は、東京朋新聞記者青山広志、時に32歳であっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫
芯この東京千駄創・学校に拾けるr乃木大将の幼年時・榊睡以後、青山氏の献身的努力によって、教授者

○発聞噸書1学習者衝冷の発言等の学習活動はもとよ久外言化されない徴妙な授業場面の雰囲気にいたるまで

適切在注記によつて活写記録されるにいたつ私

垣内換三広これと呼応して、昭和9年4月に公にしたr独立講幽国語教育科学」の第一巻『国語教育砕学概

説ぷに紳て、　r匡爵教育誌学」の擬唱を行ったσr教室に生起する匡騒教育事象を忠実に記載することにょっ

てこれを保有レ1二れをその観照の対象としようとする匡騒教育誌学」の方法は、青山氏の芦田の授業の記録

の実践によつて角蠕さ払これを枠付けたものに外ならなかったのである。

　かくして、われわれ⑰手許に法公刊された主要在もののみを挙げても、r緩り方」の授業にづいては、

　駈垣内先生を中心とする田辺講演1』（昭和8年弔）

　r風鈴週⑬醜9年戸）

　駈緩方教室3（昭和てO年刊・昭和47年復干1）等があ久

r読み方」勿受業については、

　『松阪の一夜』⑫研口9年扮

　断文天弾1鯛和10年帥

　ポ恵両読方教愛』鯛和12年扮

　隊慶翫釈麹山『匡語教育道』鯛和“年干瞬め等を経て、最晩焦信濃教脊会に招かれた三日間の全

鴛鴛鴛鴛㌫鴛：こ㍗鴛㍍荻二之し
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たものである。一r綴方教室』を除いて、何れも現在入手困難であ久復刊が待たれる。数年前、東

京の宣文堂書店によって、芦田の著作集の企画があったが、西村宣男社長の他界によって挫折した

ことは痛惜に堪えない。この他のすぐれた授業記録については、いずみ会に刊行計函があ久助松

太三氏の許で編集が進んでいる由灰閣するが、発刊の日が鶴首される次第である。

　　　二「ヒノマノレノハタ」の授業研究

　かくて、われわれは5年来r初等国語科教育第一」（教材研究）の演習において、隅語科教育

史」の一トピックとしてのr冬景色」の授業春よびその現代的意義を間うゼ冬景色論争」をとり上

げると共に、「国語科教育史」とr授業研究」を重ねるかたちで、「ヒノマルノハタ」癖究に一飽

百分を割いて来た。周知のように、これは、第四期国定国語教科書サクラ読本巻一の、rサクラ」

rシロ」rヘイタイ」rアサヒ」に続く入門期第五番冒の教材である。芦田は、昭和い年4月24

日、6ろ歳の承岐阜県大垣市西小学校第一学年の服部重さ尾学級5ア名を対象に、午前8時10

分から40分問この教材を扱へ青山広志氏の筆録によつて・廠読方教壇』に収めているぱ

多い芦田の授業記録の中で、特にrヒノマノレノハタ」を取り上げたのは、入門期の教材として、既

習。未習共に教材文が単純であって把握しやすいことと、この授業祇芦田自ら、r筆録で見ても、

当時を想起してみても、教授の流れにたるんだと感ずる所があク重せんでした。私が兜童を強く率

ゐようとした跡も在く、児童があふられてついて来た様子もないやうに思ひ重す。私の今日として

凧かうした則外にど州洲す批そ易と所感をのべているよ．うにゾの特色のよくあ

らわれた代表的な授業の一つと考えられるからである。

　この演習は、小学校教員免許に必修であって、御多聞にもれず、百名に近い学生が参カ鉋するクラ

ス編成を余儀なぐされている祇数名のレ余一ター。グルーブが、交替で間題提起をすることにな

っている。参加学生の問題意識は、やがて立つべき小学校の教壇において、国語科の授業をどのよ

うに創造して行くか、その創造の主体としての力量をどのように鍛えるかにある。この時限でいえ

ぱ、rヒノマノレノハタ　バンザイ　バンザイ4という教材を媒介にしつつ、いかにして入学後二週

余の5瞳のことばを啓いて行くか、自分ならぱどうするカ虻いう問いかけが、前時に、教科書大系

に拠って印刷された教材配布と共に在されて拾久ここで、芦田の授業を克明にたどることによっ

て、自らのそれと重ね合わせ、先人に、学び、間へ批判的継承をはかることに外凌らない。

　レポーターたちは、精到在青山速記を、いわば台本として、あらかじめ役割をきめて授業復元の

練習をしてお久他の学生たちも、服郡学級の一年生という役割を演じて、いわゆるロール1プレ

イニ・グないし孤dgar加ユθのいう肚a皿atiZ眺腋pθri　en　C8として・演習の前半が展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G①
開される。40年前に40分問で行われた授靭、克明に、30数分カ妨て復元された後残る時間はすぺて授

業遇程に見出された具体的な問題点の究明のため喝議に当てられる。

　この方法によれぱ、授籍己録を卒読しただけでは気付かな畔賠ゆ意味づけや、教授老画学習者の活動の具体

的在相貌於明確に浮び上がって来る矛蛛がある。芦田を演ずるレポーターは、写真に残されている通クの板書

を完成して行く作業過程に拾いて、r芦．田教対に拾けるキイ。ワードの意義や　「ヒ変伽のr核」と在ってい
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るr書oことの意義をさと久児童の役割をになう学生たちは㌔槻魑巡擬の意味や、発問の難し

さを実感するといった類いである。この聞題意議ば鬼やがて半歳後に学生たちカ艦験する附属小学

校でのr教育実習」へ展麗して行き、九十九パーセントの者が二年半後紅起つことになる教壇の実

践へとつながるはずである。誤解を恐れずに言え民彼等にとつては、r芦困恵之助」とゼセニ■テ

！ス画メソ啄ド」を記憶しておいて纏で緒ぶよう宏国語科教育史的陶譲」は春よそ意味をもた犬

たとえその名は忘れて竜、すぐれた一人の教師の授業の套蝿に懸けた臓熱」と、その実践からつ

かみ取られた確か凌r技衡」が、批判的に継承さ払｝教鰯としての自己彩成に参与ぜしめられるこ

とこそが求められて巻久枇そが隊師教剤（翌舳e「蛆脳舳～δの府である
ゼ教育学部」の申核としての隊科教育学Jわれわれにとつての隅語科教育学」の任務ではある

重いかO

　さて、このようにして、われわれはrヒノマルノハタ」の授業蘇究を行つて来た。そこで討議さ

れたことのいくつかを報告して、御批判を仰ぎたいと恩う。贋序として、この授業の流れを紹介す

べきであろう祇公刊された文献であるので、．艦幅の麗係ム今はすぺて省路にしたがう。ただ愛

宜ム演習で作成された授業のフロウ掴チャートを掲げて券く。（搦穎折込図表参照　凹旺8～9）一

　　　（A）表現主体の確定

　先ず、授業は、rサクラ」の復習から始められる。はじめて色麟抄に凌つたこの教科書のさしえ

を見せて、全児にけタ列と言わしめ、けクラの花かこん在にたくさんさいているのに、人か

ひとクもゐ重せんね。」と間いかげる。そして、r木の下の方には春花見の人がたくさんゐる」こ

とを悟らしめるのである。ここでは、時間の関係もあって展麗され凌い祇そ狂は言う重でも凌く

rすイタ　サィタ　すクラガサイタ」という言語表現の主体としてのr人馳を意議せしある作業

に外左ら凌い。

　芦田が最も信頼を寄幸ていた若き同志の一人岩瀬法雲氏が・かつて、この教材に対する含らの工

夫を報告して、r春もしろ～と師に澄められたことを窮らかにされている。

　rサイタ　すイタ　サクラガサイタて、この子は講に言つているの、と麗いたら、匿カアチャンよ

『ネエチャン壌翫バァチャンぶと口友に賑やか凌こと年凌った。そごで、私は、それをそれぞれの

相手に知らせてあげてごらん、と言つたら、教室は穂手を呼んで知らせる眸び声に一頻夕沸いた。

そこで滝私氏駅このサクラは昨日重でぱどうだったの。戊と麗いてみたら、『咲いてい友いぷと

来た⑪そごで、私氏翫待っていたのが咲いていて、うれしかったのだね。だから、サイタ　サイ

タ　すクラがすイタと言って知らせてやろうとしたのだ。ユと重とめた。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑰乃
　ここでぱ、表現主体ぱ、単に客観的凌さしえの下にかくれている花昆の人度であるに止重らず、

理解主体である子どもの心情と一致して、一転子どもたちは自らを表壌主体として身近在母や姉に

呼びかけるにいたる。さらに、完了の曲動詞rタ」に着昌し疋ところなど、重さに出藍の誉れとし

て芦田が認めたゆえんであろう。

　次のコイ　コイ　シ阪　コイ　も、ゼ坊ちゃん」がゼ春友だち」のシロに、呼びかけた表現とし

て理解さ哉　rヘイタイ」のところでも㍉お竜ちゃを並べてr坊ちゃんは何といったんです測と
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きいて、その表現として「ススメ　ススメ　ヘイタイ　ススメ」を全児に言わせている。

　新出教材の「ヒノマルノハタ」においても、さしえを示して、学校の下の運動場に、撞かれてい

ないが、誰がいるかを考えさせる。ここでは、児童のrニンゲン」rヒ〕rコドモ」rボ曹チャ

ソ」という答えに対して、「生徒Jという語彙を提示して、自らがr学校の生徒」であることを認

識させた上で、

　rこのヒノマノレノハタの下のウンドウバには、一年生、二年生、三年生、四年生、五隼生、六年

生などのセイトさんがあそんでゐるのよ。ハタがあがってづンザイとかういふ風に手をあげていう

てゐる人もあるレ考へた人もある、わかりましたカド。」と説いて、第ニステ岬プのゼ話しあ

ひ」をしめくく久第三のr読む」のステ岬プぱ省いて、第四ステ砂プr書く」に移っている。こ

こでは、教材文の表現主体が、さしえに示された学校の運動場にひるがえる国旗の下で遊んでいる

児童たちであることを確認しつつ、その申には自分も入っているごとを実感せしめることによつて、

読み手である自已をも、その表現主体に同一化させているのである。そこで、rバンザイバニ！ザ勺

を外言化された発声を伴なう場合のみに限定せず、rバニ■ザイと考え牟人もあるム邸ち内言の活

動をも含めたものとして拾さえているところなど、注意をひくものがある。

　これを要するに、教材文の言語表現に即して、その表現主体は誰かを、さしえ等を活周しつつ、

明確に意識化させ、低学年のこの場合には、その表現主体に、本釆は理解主体である学習者農らを

同一化せしめることが、　「読み」の根低とされていたことが判る。

　　　（B）理解主体における生活化

　既習教材の「アサヒ」から、新出教材のrヒノマルノハタ」に導入する際に、芦霞は、さしえの

朝日と日章旗の類似に注意せしめている。

　「この点とよくにたものがこっちにありませう、なんでせう。」という発閲に、出本省三勘帖

ノマルノハタ」と答えて、逆に、ヒノマルノハタと似ているものとして全児が軽員と答える。芦田

は手をゆるめず、「よし、このアサヒとこのヒノマノレノハタはよくにてゐる。しかしこれは半分ぢ

ゃないヘハタぽまん重るじゃないか““。」と迫る。野村正夫君他一名が、ゼ〈ンブンデテ辛ル

ノ」rバンブンダケカクレテイルノ」と答え私目章旗が・太陽を象徴化1図案化したものである

ことは周知の事実であるが、これを単に抽象的画観念的な知識としてではなく、半円の覇昌は、実

は真円なることを、子どもの生活経験の中から掘り起こして、鮮烈にイメージ化して答えさせたと

ころぱ流石である。問題は、その次にある。これぱどこの国の旗ですという発闘に、ニホンンクニ

という答えが返ク、しばらく、ニホンの概念について、話し合いが続げられる。当初、山口晋平君

は、ニホニ■ノクニは、　「ココ」と答える。芦田は、「春春、えらい。ニホンといったらこごね。こ

の学校もニホンよ。あなたたちの足の下もニホンの国よ。」と受けとめ、rみんながうちへ婦った

ら、それはどこの国です。」と切り返す。そして、児童の生活認識に即して、次第に日本国土の観

念を拡充した上で、次のように重とめる。

　rよし、ここも日本。

　　学校の下も日本。
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　　みなさんの拾うちも日本。

　　岐阜へ行っても目本。

　　山を越して向ふへ行っても日本…。

　　　　（両手をひろげて一杯の輸を描かれつつ）

　　さういふ日本の国のしるしの旗が、これよ一一。」

　ここには、児童の言語認識の実態に柔軟に寄り添いつつ、より正しく、より広く、これを啓いて

行こうとする教師の姿勢がある。芦田自ら、この部分に注していう、

r教材ぱなるべく子供に近寄せることが大切です。とかく離れたがるものですから。」

　そして、この授業記録を公刊するにあたって、附け加え疋r今日の教壇について」と題する一文

に拾いて、右の郡分を再録して、

　rかういふやう在話しあひですすめて行ったのですが、あれが学校生活に友れて、物をまともに

考へる子供のすがたではないかと思ひ重す。重だ四月も二十日すぎであるから、一年生は脅えてゐ

るやうな風をしてゐる時です。それにもかかぱらず、あれだけ地についた話が出来るといふのぱや

っぱり幼稚園を経て来たあの子供たちの幸福ではないかと思ひます。」と述べて、「足を地につけ

る」このやりかたを自認もレ提唱もしているのである。このように、言語を真に自らのものとし

て理会するためには、理解主体の生活体験に即して、思考を展開させることが必須であり、芦田ば

常に、このことを、　r生活に落して考える」とへ　r常に自已の実生活に帰って味はふJとか呼んで

r読み方教授」の基本的原理としていたことは、よく知られている。これを、ここでは仮りに言語

表現のr理解、主体における生活化」と呼んでみたわけである。かのr冬景色」の授業においても、例

の大論争には、ついに取ク上げられずに終ったが、第二時に拾いて、児童が「霜にやけた杉垣」の

語義を質したのに対して、芦田が、児童の登校賂の杉垣を指して、r一月の末までまて、あの杉垣

が霜にやけて来るから。」と答えていることを想起せしめる。重た、この大垣西小学校を訪れる9

か月前、仙台市木町通小学校で、二年生のrキンギョ」を扱っているが、その中で、「キンギ欝見

たことある人手をあげて下さい…。」という問いかけに、手を挙げ凌かった児童二人、黒田君と

庄子さんに対して、

　r君キンギョ見たこと在いか一一。

　　あ友たもキンギョ見たことないの…1。」

と聴き、rよしよレ自分のうちにはなくても、ど～二かにかってあるのを今日帰るときに、君もよ

く見て置き在さい。あなたもよく見て置きなさいよ曲。」と助言を一与えていることとも通ずる。

この個所に自ら注して、

　r各自の生活を凝祝することがなかったら、人は到底育つことの出来るものでぱあク咳せん。私

はこの点をかなりに強くつき重す。今の教育はどうかするとここを忘れてゐ重す。」　という。金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹
魚の飼育体験もしくは、観察経験の申で、この児童作文の形態の教材を、理会せしめようとしてい

るのである。そして、注目すべきは、その生活経験の欠如している二名の児童に対して、個々に明

確在指示一助言を与えていることである。右に引用した部分を、芦田が言う時の相互の位置、姿勢
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な理由として、芦田の場合には、入学後間もない子どもたち57人の中に在って、覚束ない手つき

で鉛筆をにぎって、一画、一画、視写する学習者のテンポを、その重ま自らのテンポとして、

　「ヒ書慧重したかネ、その次

　　ノ　を書いて、

　　マ　を書いて下さい。ゆっくク書いて下さいガ…㍉

　　ル　を書いて下さい。これはむづかしい。それから

　　ノ　を書いて下さい。その次

　　ハ　タのハを書いて

　　タ　を書いて下さいレ…1。」と進めているが、そのテンポをそのま重再現することが困難

なことに由ると思われる。これは、このようなロール・プレイ1■グにはある程度止むを得在いこと

と考えられるので、40分のこの授業が、ほぼろ2分言で復元提示されることになったわけである。

　さて、視写をしている児童たちの間のr机間巡視」が始まる。芦田は、一人一人のノートを克明

に視て重わ久一それぞれ全郡の児童に声をかける。rほう、うまいね」rよし」「ようし」rう重

い、先生と同じやうに書いてゐる一。。」rよレたしかだね。」等々。この机聞巡視について

　r机聞を巡視することは下学年程丁寧にする要があり重す。この間に個性の観察がどれほど出来

るか知れ率せん・一面には各児を休息させることにも在ク重す。」とその意義を説いてりる。戦後

r教育工学」の蓬歩に伴い、具体的友行動目標を設定した学習の個別化が唱えられ、確実なスキル

の穫碍カ糾ばれて来たが、一人の落ちこぼれも見逃さない「皆読・皆書」の芦田のこの方法と対比

して感なきを得ない。卜面には各児を休息させることにもなる」との観点も、r情報過多」の嫌

いのある現今の教室にとって、重さに頂門の一針であろう。

　さらに、赤チョークで、今一度全文を範書し、字の布置に注意して、くりかえし祝写せしめる。

その間に、芦田は、次の発展教材を板書するのである。

　このように見て来ると、このステップでの扱いは、あたかも現今の「硬筆書写」の指導に似てい

る祇実は、次のr五読む」のステサプに自然に展開して行くこと、つ重久．この板書は、次にr視

黙読」r視斉読」を行うための教材提示で竜ある点に注意して拾きたい。

　芦田自身、～二のステ曹プの意義について、

　rこの書くといふ仕事が申心をなして、これから深い理会にはいって行くのです。この事のため

に、教授に変化を生ずるのも一つの利益であるが、書写によって理会の確実になるのは実に意想の

外です。文字に親しみを生ずることはいふ重でもあク重せん。」と述べている。「冬景色」の授業

には凌かつた、この作業を、授業の中核に据えることによって、ぱじめて芦田の教式は完成したと

いってよい。七のステ哩プのうち、他の作業は、教材や学習者の状況によって、自由に省略変更さ

れている祇　このr書く」を省いている授業ぱ、先ず見当らないのはそのためであろう。それを一

言にして覆えぱ、学習者個序が、そして教授者も重た、自らのぺ一スで教材文を書くことによって

読みを深化レ定着する作業に外ならない。重さにr読むために書く」のである。
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　　（D）r読み」の祝覚化。聴覚化

　　　　　　　一一「発問」のむずかしさ一

　児童個々に教科書の教材文を書写せしめつつ、芦田が板書したのば、次の発展教材であった。

　rヒラヒラ

　　　　ヒ。ラヒラ

　　ヒノマノレノハタ

　　　バンザイ

　　　　　バニ■ザイ

　　ヒノマノレノハタ」

　この、四1四。七二連の、韻文について、芦田の工夫の存すると1二ろは、奈辺にあったであろう

か。その一は、当然のことながら、既習の文字を用いて、応用発展を図ることであ久他は教材文

に欠如している要素を補うことである。前者についていえば、既習の教材文をその重重、申の三行

に包んで、新たに加えた「ヒラヒラ」在る擬態語は、既習「サクラ」の「ラ」rヒノマル」のrヒ」

から構成されている。後者については、授業の展開をたどりつつ考えてみよう。

　芦田は、板書の三連の文章を、教鞭で指し示しつつ、芦を出さずに全児に読重しめる。いわゆる

「指黙読」である。これが終って、　rみん友が幼稚園であそぶとき出してゐたやうな大きな声」で

「指斉読」せしめる。すでに扱った教材文を二連音読させたあと、1右’の発展教材にかかって、

　「これがいっぺんで問違ひなく読めたらえらいネ。」と呼びかけ、rシヅテルヨ」と叫んで手を

あげ、「ヒラヒラ」と口に出す木村一夫君を制して、

　「ん、いうぢゃない一一。それぢゃこれを言ひぞこ在いしないでネ、みんないっべんに読んでご

らん。それぢゃ先生がいっぺん突いてあげるから声を出さずに読んでごらん…」と鞭を振る。今

一度「祝黙読」の終ったところで、

　「よめたカト。」　rハイ」

　「よし、よみぞ～二なひなしに　　　人もよみぞこないなしによく落ちついて、大き在こゑで一一

と指示して、全児の．「視斉読」を展開する。思うに、r祝黙読」ぱ、学習者個々の内言活動によっ

て、個別に課題解決を進めている目標行動であ久　「視斉読」ぱ、一面でその達成評価の場である1

と同時に、半面微妙なリーダーと：7オロワーの差異を含みつつ、協同して行動目標に到達しようと

するダイナミクスでもあろうか。このような解釈はさ咳ざまに可能であろうが、ともあれ、この場

面での・児童の学習心理に即した・檎稚自在の・芦田の指導ぶりは心憎いぱかりであ私

　問題はその次にある。発展教材の板書に学習者の注意をあつめて、

　「ここでネ、目に兄えてゐるところと、耳にきこゑてゐるところがあるが、どこぢゃ一一」と発

間する。時間をかけて考えさせてみるが、安田千枝子さんのrマンナカ」という答えに続いて、rマ

ンナカ」の外「アソコ」　rマンナカヘン」という応答しか返ってこない。

　そこで、芦田は、

　「さ、どこぢゃ一先生が皆さんにもしきかれて『先生ドコガ耳ニキコェテオリマスカ』私が拾
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返事するであったら断バγザイバンザイ』のところですといふよ一芭。ここがJと言って、板書の

二行を赤チョークで括久上にrミミ」と書く。続いて、

　rそれじゃ、いいか松目に皐えてるところ、といったらどこです一“・」ときく。山本雀三君

がrヒラヒラ」rさうぢゃ、君がいつたここぢゃ一一、よし」と言いつつ、赤チョークで同様に括

ってrメJと書く。

　これでr六とく」のステ曹プを終って、r教案」の通久　r我がものとして、全郡読重せる」こ

とでしめくくる。すなわち全児すっかり張ク切って、大き凌声で板書のすぺてをr視斉読」して終

るのである。

　ここで、発展教材の意図は明らかであろう。昌に見えてゐるところ、螂ちr視覚Jと、耳にきこ

えているところ、即ちr聴覚」を、文章表現に即して関確に意識して読み取らせることにある。教

科書の文では、はじめに扱つ元ように、rバニ■ザイバンザイ」が学童の声として聴覚化されるもの

である拭風にひるがえる旗のイメージぱ、文章表現からぱ槻覚化されがたい。実は、先にあげた

rニホン」の観念の生活化のあとで、芦田は、さしえを屍つつ、次のような間答を春こ在つている。

　rさ、見てちゃうだい。い重、風が吹いてゐ重すか、どうですか画岨も」rフイテヰル∬それは

庄ぜわかるのりrココニカゼフイテルノ（と読本を指した木村君、昂然として）ヒロゲテヰルシ

カウイフフウニナ岬テヰルカラ。H。」rよし。風が吹いてゐ友かっ元らどう在少重す。」ザマ砂

スグニ」r…下へさがつてし重ふ。弱つてし重っ元やうに左つてネ1一。こ払よつぽど風一が吹

いてゐ重す宙“o」

　これは、あく重でさしえを媒介にしてのイメージ化である。しかし、バンザイバンザイという願

覚を生き生きと呼びさ重すものとして、このへんぽんとひるがえる旗の視覚化は、重要凌手立てと

考えられる。そこで、一歩を進めて、rヒラヒラ」という一語を補へ四1四1七の二連としたも

のであろう。これは、東大国文学科の特待生であった俊才丼上越が、心血をそそいで成ったrサク

ラ読本雄対して在野の一国語教師が成したみごと庄蹴渕と見ることもできよう・

　芦田は、この授業記録に附した一文に泰いて、読方の基礎について、次のように述べている。

　rうっかりすると、文字を音声にかへるだけに止重ることがあ姑す。それは仮名教愛の大なる弊で九そこ

でポここに耳に麗えるものがあらう挑』といはれると、どうしても字を読んでゐる子供では箸へが出来凌いの

であり重す。耳に聞えるものはポバンザイバンザイ』の声である。『目に屍えるものは3といはれたら、ヒラと

ラと旗のひらめくすカ淀である。この間カ挟して完全なものとは思は凌い拭文字α焚方に、耳にきこえるもの

昌に見えるもののある事を考へ在け丸ばならぬことにな畑す。考へさせるためには、一年生のはじめからかう

いかなければならぬと思ひ重丸」

次に残る間題ば芦田の老隷を以てして在執学習者から「マンナカヘン」rアソコ」といった答えしカ剖き

出し得在かった点である。この点に関して風恐らく児童たちに広顕鏡：に訴える部分は正しく判っていたので

あろう、伺故ならば重ねて同様の答えをしているからという意見が出された。さすれば発閲カ悪かっ疋こと

に凌る。当楓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　O
　にこでネ、冒に見えているところと、耳にきこゑてゐるところはどこぢゃ。」ときき、更に
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　　　　　　　　　　　　　　　O　O　「耳にきこゑてゐるところはどこです。」

　「目にみえてゐるところ、圭9一」と尋ねているから、r真申辺」という答えしか出てこ在へ

しかも、一度に、祝聴覚両方にわたってきくのぱまぎらわしい。

　しからば、この場面において、あなたならどのように発間するのか。問題点ぱ、具体的に絞られ

討論は緊迫した様相を帯びる。その結果、

　「目に兄えていることは、何と書いてあ姑すか。」これでrヒラヒラ」を出さぜ、続いて、

　「耳に聞えていることは、何と書いてあク凄すか。」ときけぱ、rバンザイバンザイ」が素直に

出るであろうという意見に重とまりかけた。そこへ、r何と書いてあるか」という闘きかたは正確

ではあるが、入門期の学童には少しなじみ難いのでは庄いか、r耳に聞えていることを言ってごら

ん（なさい）」と言った方がよくはないかという異見が出た。そこで、その方がたしかに答えば出

しやすいであろうが、正確さは先の方が勝る、いや二者択一的に考える必要はないので、最初によ

り正確な言いかたをし、重ねて、r一言ってごらん」とやれぱさらによいのでば在いかという意

見が出されて、ようやく落ちついた。

　児童の発達段階に即したr発問」のむずかしさ大切さについては、「教育実習」を経験した学生

のひとしく痛感するところである。芦田自身も、このrヒノマルノハタ」ほか六編の授業記録を韓

めた『恵両読方教壇』の末尾において、「間答」について、次のように記している。

　「問答法によれば、それが開発式で、独演法でやれぱ、それぱ注入式だ在どいふことも、以ての

外の考です。もし現代の国語教室をくはしく見ていったら、問答法による注入式でをいものは蓋し

首れでせう。児童の眼さへ輝いてゐるならば、独演法で終始しても、児童の心には開発式でうけと

られてゐるのです。ここの誤解が、我が初等教育界をどれほど毒してゐるか知れ重せん。その誤解

から生れて来るものが駄間駄答一間一答で、前者ぱ時間を空費する事が甚だしく、後老ぱ室内の空

気を惰気漫々たるものにしてし重ひ重す。私は自分の教壇記録を整理して、間答について深く考へ

てみなけれぱならない事を痛切に感じ凄した。

　私は小閑を得たら、私の記録から間答についての研究をしてみたいと考へてゐ重す。さしづめ閲

答研究について好適の材料といったら、青山君の筆録にかかる私及び同志の教壇記録に重さるもの．

はあり重す重い。若し篤志の同志があって、凌づ私の教壇記録から、外れた問の研究を始めて下さ

ったら、私のためには大なる恩恵であカ斯道のためには大なる貢献であると思ひ重す。」

　注

　（／）久野収・鶴堺、俊輔r現代日本の思想一その五つの渦一』（岩波新書昭和引年刊）

　芦田の業績を、哲学者の眼で、土着の思想生活綴り方の源流として位置づけ、その師岡田虎二郎

を思想史上はじめてとク上げたのぱ本書の功績であろう。本書が昭和49年現在、22刷を重ね、

広く読まれている名著であるので、あえて二三の遇誤を訂して拾く。
　　　　　　　　　　　　X　　　　　0
7ア～79ぺ一ジ　岡日ヨ虎次郎→虎二邸　220ぺ一ジ芦田恵之助の項福知山の人→兵庫県氷上

郡の人。岡E日虎二郎（？一1920）→（18ア2－1920）著書岡田式静座法語録プ著書はな
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いが語録がのこされているo

　（2）野地湧家断緩ク方教授韮解題（断近代醸蕃教育議大系壌魑・光材図書昭租50隼刊。52

ポ56逐ぺ一ジ。）による。な気飛彊多喜簾ゼ芦霞恵之鐵騒歴」は、1888（窮治21年）

のこととする。　（同大系55μぺ一ジ匿読み方教授蓮解題）

　（6）青山広志匿法楽寺の芦霞恵之戯先生違五（大阪恵爾会羅和㍑隼飛）参照。

　（4）低郷竹彦。古彊拡贋冬景色議争†垣肉一芦霞理譲の嬢1討一3（窮治図書鰭和45年刊）1

63ぺ一ジo

　（5）前掲書て55ぺ＿ジ。

　（6）前掲書て59～㍑8ぺ一ジ。

　（7）このよう凌曜業蘇究」凌いしギ霞語科教育学」の性格については、基礎医学に対する臨

床医学の類比によつてか凌珍具俸鰍⊂考え疋ことかある。擁稿曜語科教育学の性格一臨床医学の

類比による覚書一」　（置出楽大学教育学轟厨究報告韮第2遜号1騒稚屡8隼飛）参照。

　（8）（扉）に揚げた文敵け6～りアページ。

　（9）前掲書138ぺ一ジ。

　（柵）輿水実r垣内換三ユ（窮治図書婿稚㍑隼飛）㍑0ぺ一ジ。

　（11）ザ場颪」の観念について臥主俸の志陶作馬と、麗き手をふくむ事物幡景の駿合したもの

いわば主客の交点にこれを認めるとする蒔枝学譲かきわめて示暖に富苔。（蒔枝譲記駈霞語学魔翁』

岩波書店昭和て6年干1い蝸ぺ一ジ）後に、ごのr場極」を省いて、語し手1麗き手一素紡の三者

を言語成立の条件とされたことば、整理さ虹て窮解となった半鼠言語活動のカ動性を把握する枠’

組としてぱ、やや魅カを失つたかに感じられる。　（翫霞語学厘議続轟ユ岩波書店昭和50隼刊15

ぺ一ジ）

　（12）青山広志r芦霞先生と芙q断睡想の芦困恵之鐵蓮（実践社弼稲打隼飛）28逐ぺ一ジ。

　㈹）芦田恵之助厨恵爾読方教壇ぷ（岡志岡行杜鰭稚㍑隼協遁3～89ぺ一ジ。

　皿（14）前揚書　82ぺ一ジ。

　（15）配9服眈ユ・㌦耐i卜y至跳姐滋・泌帆・虹？脇・虹皿gガ眈煎帥

1954o
　（16）通常用いられているr教員養成」という層語に臥教爾自俸を手段化し、上からこれを養

成し充足しようとする語感を伴っていて好重しく凌いので、教育学者の闘に馬いられて始めたこの

語を用いたわけである。ここにば、生涯を遠じて主偉的に教繭としての嘗已実翼を図ろうとする者

への援助1啓発の語感がある。　（賢本教育学会医教育学厨究μ2巻2号坦竈和逐8年6月刊＜教

師教育特集＞等参照）さすれば、われわれの学部を、か匂に「薮繭教育学部」と呼ぶ凌ら民さし

づめ、旧帝大曲文理大系のそれば、ゼ理譲教育学部」ということに凌ろうか。いう重でもなく、そ

れは機能の別であつて、衝値の差でぱ凌い。

　（17）岩瀬法雲r芦田先生の教壇の世界」　（匿近代国語教育議大系3第㍑巻鮒録光村図書昭和

5ρ年刊所収）。
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　（18）前掲（13）の文献　100ぺ一ジ。

　（19）前掲（17）の文献。

　（20）『恵雨読方教壇』の板書写真は、印刷の関係からか鮮弱でないが、恵爾会轟薪題語薮育道ぷ

（同志同行杜昭和13年刊）所載のr教壇釈迦の板書写真は鮮関であって、よくその姿を伝えて

いる。

　（21）鈴木佑治先生御講述『国語科指導の単純形態』（いずみ会昭和49隼私飛）あとがき。

　（22）前掲書　24ぺ一ジ。

（・・）井上敵ついて広高木市之助述深萱禾麟・鷲国語読利（中央公議社聯・繍

95ぺ一ジ以下等参照。なお、丼上は、昭和て2年6月て5臥芦田が東京甫戸出小学枝に春いて

5年の「四月」を扱った際にこれを参観レ芦田と対談している。　（側の文献ろ逐6～3∬ぺ

一ジ参照。きわめて興味ふかい出会いといわねぱ在る重い。この翌隼、芦田等が垣内換三還1暦轟念

に編んだ『国語教育道』には、井上がr新読本の出現とその意義」という一文を寄せている。

　¢」ゆ、青山広志氏は、喜寿を迎えて北九州市にご健在であるがべ師の授業記録について、最近次の

ように述べて拾られる。

　「先生の授業記録は、雑誌10蝸単行本8，9扮申、私という一人の弟子か二十隼逓い歳月の闘

に敬愛を捧げて書き上げ拝呈いたし重した百数十篇の授業記録がございます。自分の亡とに嬢丸る

ので恐縮ですが、明治・大正。昭和の教育者申、こ丸だけの実践拝見の記録を持っている方臥芦

田先生のほかにプこくさんはある重いと存じ重す。」（19アアー6一逐付筆者あて書箇）

　（附記）相当のスペースをいただいたのに身辺多事のためもあって不十分なものとなつ花ことを

拾わび申し上げる。なおr読書科学』20巻づ号にr芦田恵之助の読書劉を寄せているので、鋳

せてご批正をいただけれぱ幸甚である。

　重た、注（2）にあげた、芦田が初めて教壇に立つた年を、男治2て隼て5歳のこととする払繭2

2年16歳とするかについては、沖垣寛曲安田孝平。青山広志一遠藤与治ヱ門一申材義一の五蔑の

資料提供によつて編重れたr芦田恵之助略年譜曲著作冒録J（r回想の芦蜜恵之戯壌実践毯躍穂屡

7年刊所載）は前者を立て、野地潤家博士は、『緩方教室』復刊に翻えられた論考以釆、援著を採

って拾られる。

この先人の行実に関することゆえ、大方のご示教を願って春く。

（あんざこ　いわ春　出梨大学）
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